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(1)血 液 テ全 ク吸牧 セズ、血滴 ノ儘凝 固乾燥 セ

ル滴像 ヲ形 成 スル紙 アリ.

(2)血 液 ノ吸牧邊 久 不 並形 ノ滴像 テ形成 スル

紙 ア リ。

〈3)血 液 ノ吸牧 ヨク、圓形 ノ色調一様 ナル滴像

テ形成 スル糸氏ア リ。

(3)ノ 中 二次 ノ如 キ紙質 ラ有 スルモ ノアリ。

(イ)血 液 ノ吸牧 ヨク、滴 像 ハ圓形 ニ シテ色調 一

様 ナルモ、光輪 ラ鮫 如 スル紙 或 ハ光輪顯著 ナ

ラザル紙 アリ。

〈ロ)血 液 ノ吸牧 ヨク、滴像 ハ圓形、 色調一様 ニ

シテ、光輪 アルモ、大 ナル滴像 ラ現 ハス紙 アリ。

(ハ〉血液 ノ吸牧 ヨク、滴像 ハ圓形、色調一檬 ニ

シテ著 明 ノ光輪 ヲ現 ハ ス紙 アリ。

以 上 ノ紙類 ノ中、(ハ 〉二属 スル紙 ハ血液滴像法

ノ研究 二最 モ適合 ス。 ソレハ杉原紙及 ビ奉書紙

ナ リトス。

(本稿 ノ大 要 ハ昭和8年4月2日 、日本結核病學

會 二於 テ演説 セ リ)。
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サ」、奉書、第四段左ヨリ杉原、丈長、西 ノ内、仙貨

(極厚)、 土佐仙貨、第五段左ヨリ仲漉、召崎牛紙、石

良牛紙、石良六洲、小菊紙.

附 圖(其 ノニ)第 一 段左 ヨ リ濾 過 紙(第 五 號 晶)、 油

紙 、 短 珊 紙 、 吸 取 紙(手 漉)、 四 ツ切 本 美 濃 、第 二 段左

ヨ リ「セ イ ロ ー ピキ」、 襖 紙 、 新 聞 紙 、 「カVソ ダー 」

紙 「カ,Vテ 」用 紙 第 三 段左 ヨ リ模 造 紙 ら・ト・ ソ」

紙 、 漉 色 紙 、 「ライ ヌ」紙 、書 簡 紙 、 第 四 段 左 ヨ ザ ケ

ソ ト」紙 、 「ワットマ ン」紙 、 「パ ラ ビ ン」紙 、9フ ー ルス」

紙 、硫 酸 紙 、 第 五 段左 ヨ リ「ボ ー ル」紙 、 濾 過 紙(シ.

ラ イへ7レNr・595)、 吸 取 紙(機 械 漉)。
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第一章 緒言及血液滴像法ノ梗概

血液滴像法ハ種 々ナル疾患 二就 テ研究 セラ レシ

ガ動物 血液 二就 テハ西野、金子、久野(1930)三

氏 ハ 「脚氣患者 ノ血液滴像 成績 二就 テJテ 報告併

セテ「鳩 白米病拉 ニジヴ{タ £ン」B鋏 乏症所見 二

就 テ」テ贅表 セ リeBlumenthal,齋 藤 〔1929)雨

氏 ハ家兎徽毒所 見 二就 テ報 告 セ リ.此 他文」獣 テ

渉猟 スルニ各種動物血液滴像 テ研究 セル業績 二

接 スル能 ハ ズ。 凡 ソ吾人 バー度 自然界 二生存 セ

ル生 活龍 内 二螢 マル ・種 々ナル生活現象 ノ上 二

意 テ注 グ トキ、 同種族相互 ノ間 二於 テモ多少逗

庭 アルハ殆 ンド異議 ナキ所 ニ シテ、況 ヤ異種種

屡 トノ間 二於 テハ、其 ノ差甚 ダ シキハ想像 二難

カ ラズ、從 ツ テ、血液滴像 二關 シテモ亦種属 ヲ

異 ニセル冷血、 混血雨種 ノ動物 ノ間 二於 テ、其
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ノ差 違 ノ存 ス ル ハ 當 然 思 考 サ レル 所 ニ シ テ、 其

ノ種 族 的 攣 化 テ窺 フハ 甚 ダ興 味 ア ル 問 題 ナ リ ト

言 ハ ザ ル ベ カ ラズ 。 弦 二於 テ余 ハ 血 液 滴 像 法 ノ

研 究 第 一 編 二 記 載 セ ル 奉 書 紙 テ用 ヒ テ 、 實 験 室

ニ テ使 用 サ ル ・範 園 ノ拾 薮 種 ノ健 康 威 熟 動 物 、

即 チ、人 類 以 外 二 猿 、牛 、 家 兎 、 海 狸 、 鼠 、 二 十

日鼠 、 犬 、 羊 、 鳩 、 家 鶏 、 蛙 、 鮒 、 鯉 等 ノ血 液

滴 像 二 就 キ研 究 シ、似 上 ノ温 血 動 物 中 、 哺 乳 動

物 、 鳥 類 。 冷 血 動 物 中 、 雨 棲 動 物 ナ ル蛙 及 ビ魚

類 ノ滴 稼 二 各 々 相 異 ナ ル 特 徴 ア ル 成 績 テ得 タ ル

テ 以 テ 、 弦 二記 録 セ ン ト欲 ス 。 併 セ テMeyer,

Bierast,Schilling(1928)諸 氏 ノ血 液 滴 像 法 ノ

梗 概 二 就 キ記 セ バ次 ノ如 シ。

血 液滴 像 法 ノ・1927年F.Meyer,W.Bierastニ ヨ リ

案 出 セ ラ レ、V.Schilling(1928)ノ 共 同研 究 二 依 り

1928年 始 メ テ 伯 林 留 學會 二登 表 セ ラ レタ 〃一 新 血 液

剃 定 法 ナ リ。 然 レ ドモ、本 法 二依 ル滴 像 紙 ハ特 許 品 ニ

シテ、 其 ノ紙 質 、各 色 素 ノ混 合 ノ割合 蚊 二溶 媒 等 ノ、不

明 ナ リ ト錐 モ、 余 ノ知 リ得 ル範 園 二於 テ 記 セ バ 次 ノ

如 シ.

滴像 紙e「 ズ ダ ソ」皿、 「マ ラ ヒヅト3線 、 「メ チ ー レ ソb

ブ ラウム 「コ ソ ゴー ク」黄 、「ニ ル ブ ラ ウ、ズ ル ファー ト」

等 ノ色 素 ヲー 定 ノ割 合 二、 アル溶 液 二溶 解 セ シメ、之

ヲ濾 紙 二吸 ヒ込 マ シメ タル、赤(PompijanischRot)、

淡 線(HellgrUR)、 藍(PreussischBlauod.Tiefblall)ノ

三種 ノ色 濾 紙 ヲ作9、2.5糎 李 方 二切 リタ ル モ ノ ヲ厚

板 ノ枠 二籔 メ込 ミタ ルモ ノナ リ.

實施 方 法、 患 者 ノ肘 静 脈 ヨ リ約0.5蛭 ヲ探 血 シ、各 片

ノ著 色濾 紙 ノ上 二、2乃 至3滴 ヲ滴 下 シ、6乃 至10

時 間後、乾 燥 匂 レ滴 像 ヲ絵 リ強 カ ラザ ル光 線 ニ テ透 見

ス.採 血 二用 フ ル注 射 器並 二 滴 像 紙 ハ 全 ク乾燥 セ ル

モ ノヲ用 ピザ ノレペ カ ラデ。例 ヘ バ血 液 二食 顧水 ヲ混 合

セル モ ノ ・滴 像 ヲ見 ノレ時 へ 混 合 セ ザ ル モ ノ ト全 ク異

ナ の レ像 ヲ見 ル故 二、 水 分 ノ混 入 二 絶 大 ノ注意 ヲ 要

ス。從 ツテ滴 像 紙 ヲ乾燥 器 中 二貯 藏 セ ザ ル ベ カ ラズ。

注射 器 ハ使 用 後 「ア ル コホ ー ル、エ ー テ ル∬中 二貯 へ置

キ使 用時 二純 「エー テノレ」 ヲ筒 中 二通 ジ 籔 回 空 氣 ヲ出

入 シ、全 ク乾 燥 セ ノレモ ノ ヲ用 フ.

観察 法、 透 過 光 線 ニ ヨ ノレ必 要 ア リ。磨 硝 子 ノ窓 ニ カザ

シ、叉 ハ電燈 光 線 ニテ 見 ル モ ヨ シ.最 モ ヨ キハ、暗箱

ヲ作 リ其 ノ後 面 二電 燈 ヲ取 リ付 ケ、前 面 二乳 白硝 子 ヲ

嵌 メ込 ミ、ソ ノ硝 子 ノ前 二滴 像 紙 ヲ置 キ テ観 察 ス ル ニ

在 リ。電 燈 ハ絵 リ強 カ ラザ ル様 、叉 室 ノ・稽 く暗 キ ヲ可

トス。 出 來 得 レバ暗 室 ニ テ 観 ル必 要 ア リ.何 トナ レ

バ.藍 ノ濾 紙 ノ光 輪(Kor◎na)ノ ・暗 室 ニ テ始 メテ 著 明

二認 メ ラル。 之 ノ観 方 ハ透 過 光 線 ノ ミナ ラズ、投 射 光

線 ニテ モ観 ル ヲ要 ス.ソ レハ色 素 ノ邊 縁 集 合(Rand・

ansammelungderFarbstoffe)ナ ル 現 象 ハ投 射 光 線 ニ

ョル方 明瞭 ナ リ。観 察 セ ル後 ハ 乾 燥 器 内 二入 レ置 キ随

時 必 要 二慮 ジ取 リ出 シ参 考 二供 ス ～レヲ得 テ、籔 ケ 月 二

至 ルモ爾 ホ退 色 セ ズ.

血 液滴 像 ノ判 定 方 法 、 之 レ ニニ 方法 ア リ。

(1)強 陽性 、 陽 性、 陰性 ヲ到 定 ス ル 方法 。

(2)科 學 的 二正 確 二記 載 スル 方法(Wissenschaftliche

BeschreibungnachSchjlling)

前 者 二於 テ ノ・最 上 段 ノ赤 ノ像 が結 果 ヲ 判 定 ス ル基 礎

ヲナ ス モ ノニ シテ、健 康 ナ ル 人 ノ場 合 二於 テ ノ・、 一 様

二濃 赤 掲 色 ヲ呈 ス.コ ノ周 團 ニハ必 ズ赤 褐 黒 色 ノ邊 縁

線 ア リ,ソ ノ邊 縁 線 ハ 決 シ テ中噺 ス ル コ トナ シ。叉 時

ニ ハ滴 像 ノ邊 縁 二近 キ所 二輪 朕 ニ ソ ノ滴 像 ヲ 取 リ巻

キテ強 ク光 リ輝 ク部 分、即 チ 光輪 ヲ見 ル コ トア リ.コ

ノ時 二於 テ モ其 ノ外 部 ニ ハ必 ズ 邊 縁 線 が 明確 二存 ス.

赤 ノ滴 像 が一様 二薄 キ場 合.邊 縁 線 ノナ キ場 合 。邊 縁

線 ア ル モ不 明 瞭 ナ ル場 合.邊 縁 線 が所 々中断 セ ル 場

合 。 邊 縁 線 ナ キ突起 ノ出 テ居 ル場 合.以 上 ノ場 合 ヲ陽

性 トス.淡 緑 ノ濾 紙 二於 テ ハ、 健 康 人 ハ褐 色 ヲ呈 ス。

但 シ邊縁 線 ハ赤 程 明 カナ ラズ、然 シ常 二周 園 ノ境 界 ハ

顯 著 ナ リ。 若 シ滴 像 ガー 様 二薄 キ場 合 、滴 像 二濃 淡 ノ

ア ル場合 、 滴 像 ノ周 園 二邊 縁 線 ナ キ光 輪 ノ ア ル場 合.

滴 像 ノ周 園 二色 素 ノ遊 離 セ ル輪 ノ 生 ゼ ル 場 合 ハ 陽 性

トス。

藍 ノ濾 紙 二於 テ ハ、健 康 人 ・・褐 色 ヲ呈 ス.但 シ邊 縁 線

ハ 赤 程 明瞭 ナ ラザ ル コ ト多 シ.滴 像 バー 様 二藍 赤 色 ヲ

呈 シ、叉色 素 ガ血 液 二溶 解 シテ像 ノ周 園 二集 合 セ ル 訟

トナ シ.若 シ滴 像 ノ全 膿 が薄 キ場 合 、滴 像 二濃 淡 ノ斑

鮎 ア ル場 合 、 色 素 が邊 縁 二集 合 セ ノレ場 合 、色 素 が滴像

ノ境 ヲ越 ヘ テ遊 離 セ ル場 合 、以 上 ヲ陽 性 トス.之 ノ場

合 色 素 ノ邊 縁 集 合 ノ状 ハ透 過 光 線 ヨ リ 投 射 光 線 ニ ヨ

ンレ方、 明 カナ リ。 以 上 ヲ要 ス ル ニ、赤 ハ滴像 ノ邊 縁及

光 輪 ノ有 無 ノ剣 噺 二適 シ、淡 線 ハ滴 像 ノ色 ノ濃淡 、 遊

離 セ ル色 素 輪 ノ有 無 ヲ知 ル ニ適 ス.藍 ハ色素 ノ邊 縁 集
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合 及遊 離 輪 ノ有 無 ヲ観 ル ニ適 ヌ,

後 者 ハV.Schil}ing(1928)ノ 唱 導 ニ ヨ リ次 ノ如 〃表 ハ

ス。 赤 ヲ1.淡 線 ヲll。 藍 ヲmト ス。而 シ テ血 液 滴 像

二現 ハ レタ ル墾靴/・ 、 若 シ邊 縁 線 ナ キ場 合 、但 シ光 輪

モ無 キ場 合 ニハaナ ル符 號 ヲツ ケ、光 輪 ア ル モ所 々中

噺 セ ル 時 ハ(a)ト ス 。光 輪 ア ルモ 其 ノ周 園 二邊 縁 線 ナ

キ時 ヲb>シ 、 邊 縁 線 アル モ中噺 セ,レ時 ヲ(b)ト ス.

滴 像 ノ所 々二濃 淡 ア ル カ、 一様 二薄 キ時 、 叉 ハ「ヘ モ

グ 鴇 ビ ソー.1色素 ノ攣 化 セ ル時 ヲcト スeソ ノ度 合 ノ弱

キ モ ノヲ(c)bX.色 素 ノ邊 縁 集 合 ヲd=テ 表 ノ・シ、

ソ ノ度 合 ノ弱 キ モ ノ ヲ(d)hヌ 。之 ハ特 二 皿 二於 テ著

明 ニ シテ、 滴 像 ノ邊 縁 部 が黒 線 色 ヲ呈 ス。色 素 ノ遊 離

輪 ノ アル場 合 ニ ハeト 記 ス。之 ノ遊 離 輪 ノ色 調 ハ1ニ

テ ハ 赤 色、Eニ テ ノ・黄緑 色 、皿ニ テ ハ緑 色 乃 至 青 色 ヲ

呈 ス.斯 ク符 號 ヲ定 メ、夫 々 ノ滴 像 二表 ハ レ シ種 々 ノ

璽i化 ヲ、 十 ナ ル符 ニテ結 ビ付 ケ 表 ハスゆ 例 ヘ バ、1、

b十e。 皿、b十c。 皿、a十c十dト ア ラバ 、1、il

ノ濾 紙 ニ ハ邊 縁 線 ヲ 有 セ ザ ル光 輪 ア リテ 且 ツ滴 像 ノ

ー 様 二薄 キ カ、 或 ハ濃 淡 ノ ア ル事 ヲ意 味 シ、皿 ノ濾 紙

ニ ハ光輪 ナ ク、 邊 縁 線 ナ ク、 滴 像 ノ色 ノ度 合 が 薄 キ

カ、 或 ハ 濃淡 がア リ、其 ノ上 二色 素 ノ邊 縁 集 合 ア ル コ

トヲ表 ハ ヌ。而 シテ爾 其 ノ墾 化 ノ強 キ時 ハ 肉大 ノ文 学

ニ テ記 ス カ。 叉 ハ交 字 ノ下 二線 ヲ引 クe例 ヘ バ、Mb

十c十eト ア ラバ、光 輪 著 明 ニ テ滴 像 ノ色 ノ度 合 薄 ク

且 ツ色 素 輪 ノ ア ル コ トヲ表 ハス ガ如 シ.陰 性 、輕 度陽

性 、 強 度 陽 性 、最 強 度 陽 性 等 ノ分 類 ノ標 準 ハ大 盟V.

Schilling,R・Bruch(1928)等 二從 ヘ バ次 ノ如 シ。

陰 性(一)

Ibisa,皿cod.(c♪ 、 皿bis(d㍉od.(c十d)e

輕 度 陽性(+)

1{劉)∬{貿 ,

強度陽性(甘)

Ib十c
C十

a
隻り

b{n

最強度陽性(榊)

皿{i圭1‡1

皿
覧

b十C
d

十

十

C
d

d

e
a

の駅
e
塞d

d

十

十

十

む

　

　

十

十

十

雪b
L
U
、◎

～

篭
皿
e十

　

　

十

十

b

b
{∬も十C十b1

第二章 實験方法及賓験成績

余 ハ血液滴 像法 ノ研究 第一編 二於 テ記載 セシ如

ク古來 ノ手漉 法 テ 以 テ 抄造 セラ レタル純 日本

紙、奉書 ガ血液 ノ吸敗黙 態、血液滴像 ノ形態拉

二光輪 ノ歌態等 テ観察 スルニ最モ適當 セノレコ ト

ラ認 メタ リ。{乃テ本編 二於 テハ、奉書紙 テ用 ヒ、

種 々 ナル動物 ノ血液 二滴宛 テ同紙上 二滴 下 シ、

ソノ血液滴像 二就 キテ検査 セ リ。

血液 ノ滴下 二際 シ、奉書紙 ノー片 テ水李 二置 キ、

滴 下後 ハ成 ル可 ク紙片 テ動 カサザル様注意 セ

リ。探 血 二使用 セ シ注射器 ヘ ザアル コホー ル、

エー テル」ニテ洗}條 シ、使用時 ニハ、 「エー テルj

テ通 シ撒回注射器 内二室氣 テ出入 セ シメ、又或

時 ハ火焔上 二焙 リ全 ク乾燥 セルモノテ使 用 セ

リ。血液滴像 ハ滴下後2時 間、24時 間後拉 二撒

日後 二観察 セ リ。先 ヅ紙 上 二於 ケル滴像 二就 キ

テ、然 ル後、透過、投射、電燈光線拉 二紫外線

ニテ検査 セ リ。

余 ノ使用セシ實験動物ハ、人類以外、普通余等

ノ實験室 二於 テ使用 セル範園 ノ動物、郎チ、猿、

牛、家兎、鼠、二十 日鼠、犬、山羊、鳩、家鶏、

蛙、鮒、鯉等ナ リ。探血方法へ 入類猿等ハ肘

静脈 ヨリ、家兎ハ耳静脈時ニハ心臓穿刺ニョリ、

海狸、鼠、二十日鼠等ハ心臓穿刺ニヨリ、山羊

ハ頸静脈 ヨリ、牛、犬等ハ下肢静脈 ヨリ、鳩、

家鶏等ハ翼静脈 ヨリ、蛙、鮒、鯉等ハ生禮解剖

テ行 ヒ、心臓穿刺ニヨリ探血セリ。滴下 セル血

液 ノ乾燥ハ日光ノ直射ラ避 ケ、之ヲ行ヘ リ。而

シテ本實験ハ昭和7年6月 ヨリ同年9月 二至ル

期間室温 二於 ヲ施行 セリ。而 シテ實験成績ヲ記

セバ次 ノ女ロシ。

第 一節 温血動 物 ノ血液滴 像

(イ)哺 乳動物

其 ノ1人 類

健康ナル老若男女 ノ多激 二就 キ、 ソノ血液滴像
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ラ検 セルニ、次 ノ如 キ所 見 ラ認 メタ リ。

一般 二圓形 ラ呈 シ
、 中央部 ハ濃赤褐色 ニ シテ、

ソレヨ リ同色調或 バ硝 ≧淡 キ色調 ノ周園部 テ経

テ、更 二赤褐 黒色 ノ明確且 ツ中断 ナキ邊縁線 二

移行 セル滴像 ヲ』表ハ セ リ.透 過、投射、電燈 光

線 ニテ透 見 セル ニ、邊縁線部 ニー致 シテ、紅赤

色 著明 二輝 ク中断 ナキ輪 テ認 メタ リ.余 ハ コ

ノ輪 ヲ光輪 ト名付 ケタ リ。滴像 ハ紫外線 ニテ螢

光 テ登 セズ。

其 ノ2猿

健康 ナル成熟南洋猿3頭 ノ血液滴像 テ前後撒同

二亙 リ親察 シテ、次 ノ如 キ所 見 テ認 メタ リ。猿

ノ血液滴像 ハ人類 ノソレ ト大差 ナ ク、 中央部 ハ

濃赤褐 色 テ表 ハ シ、 ソノ周園 二同色、或 ハ稽 ≧

淡 キ同色部 テ経 テ、途 二赤褐黒 色 ノ明確且 ツ中

断 ナキ邊縁線 二移行 セ リ.前 記同様 光線 ニテ検

セルニ、邊縁線 ニー致 シテ、紅赤 色 ニシテ著明

二輝 ケル中断 ナキ光輪 存 セリ。 紫外線 ニテ螢光

テ獲 セズ。

其 ノ3牛

某牧場 二飼育 セル健 康成熟 牛、雄1頭 、雌3頭

ノ1億液 二就 キテvソ ノ滴像 テ検査 セ リe

牛 ノ∬旺液滴像 バー般 二圓形 ヲ呈 シ、 中心部 二濃

赤褐 色部 ア リ。 ソレヨ リ幅狡 キ淡赤褐色 ノ周園

部 ヲ経 テ、逡 二赤褐黒色 ノ明確且 ツ中断 ナキ邊

縁線二移行 セ リ.同 部 ニー致 シテ.紅 赤色 二輝

ク、 中断 ナキ光輪 ア リ。螢光 テ糞 セズ。

其 ノ四 家兎

本動物 ハ吾々 ノ實験 上最 モ多 ク使 用 スル動物 ニ

シテ、賂來研究 ノ基本 トナル コ トテ顧 慮 シ、特

二多藪 ノ健康 ナル老若幼雌雄 二就 キテ、或 ハ動

版血、或 ハ静賑血 ノ滴像 ラ作 リ、是等 テ検査 セ

ル ニ次 ノ女ロシ。

家兎 ノ血液滴像 ハ老若幼雌 雄 テ通 ジテ、一般 二

略 胤圓形 ラ呈 セリ.中 心部 ハ濃赤褐色 ラ帯 ビ、

ソノ周圃 二梢 丸淡 キ赤褐 色部 ヲ経 テ、逡 二赤褐

黒色 ノ明確 且ツ中断 ナキ邊縁線 二移行 セ リ。前

記同様光線 ニ テ検 セルニ同部 二・一致 シテ紅赤色

二輝 ク中断 ナ キ光輪存 セリ。螢光 ラ登 セズ。

其 ノ五 海 狸

可及的多激 ノ老若幼雌雄 ノ血液滴像 ヲ検査 セ

リ。海猿 ノ血液滴像 ハ老若幼雌雄 テ通 ジテ、一

般 二略 ≧圓形 ラ呈 セ リ。 中心部 二濃赤褐色 ノ赤

血球 ノ凝塊 アルモ ノ、或 ハ血球凝塊 ナキモ ノ等

アルモ、何 レモ赤褐 色 ノ周園 テ経 テ、途 二赤褐

黒 色 ノ明確 且 ツ中断 ナ キ邊縁線 二移行 セ リ。光

線 ニ ヨリ邊縁線部 ニー致 シテ、紅赤 色 二輝 ク中

断 ナキ光輪 存 セ リ.螢 光 ラ褒 セズ。

其 ノ6鼠

健康 ナル成熟 白鼠 ノ雌雄 各10頭 二就 キテ、ソ レ

等 ノ血液滴像 テ検査 セルニ、一般 二圓形 ラ呈 シ、

中心部 ハ濃赤褐色 ニ シテ、 ソレヨリ幅廣 ギ梢 丸

淡 ナル同色 ノ周園部 テ経 テ、 逡 二赤褐黒 色 ノ明

確 且 ツ中断 ナキ邊縁線 二移行 セル滴像 ラ表 ハ セ

リ。 光線 ニ ヨ リ同部 ニー致 シテ、紅赤 色 二輝 ク

中断 ナ キ光輪 存セ リ。螢 光 テ嚢 セズ。

其 ノ7二 十 日鼠

健康 ナル成熟二十 日鼠 ノ雌雄 各10頭 二就 キテ、

ソレ等 ノ血液滴像 ラ検 セル ニ、一般 二圓形 テ呈

セ リ。而 シテ中心部 ノ濃赤褐 色部 ヨ リ同色調 ノ

周園部 ラ経 テ、明確 且 ツ中断 ナキ邊縁線 二移行

セ リ。邊縁線 ニー致 シテ、紅赤 色 二輝 ク中断 ナ

キ光輪 テ有 セ リ。螢 光 ヲ褒 セズ。

其 ノ8犬

健康 ナル幼若雌雄 日本犬(雑 種)拉 二 「ボ ィ ンタ

ー 難 樹 ノ血液 二就 キ テ、ソ レ等 ノ滴像 ラ検 セ

リ。一般 二赤褐 色 テ呈 シ、 明確且 ツ中断 ナキ赤

褐黒色 ノ邊縁線 二移行 セ リ。 同部 二紅赤 色二輝

ク中断 ナキ光輪 ア リ。又 時 トシテ、 中心 ヨ リ邊

縁 二至 ルー様 ノ黒赤 ラ呈 シ、邊縁線不 明確 ナル

モ ノア リ。斯 ル滴像 ハ光線 ニ ヨ リテ
、一様 二紅

赤 色二輝 ケ リ。 螢光 テ嚢 セズ。

其 ノ9山 羊

健康 ナル成熟 山羊雌雄各2頭 ノ血液滴像 ラ検査

セルニ、一般 二圓形 ヲ呈 セ リ。濃赤謁色 ノ中央

部 ヨリ稽 胤色調淡 キ周園部 テ経 テ、途 二赤褐黒

色 ノ明確 且 ツ中断 ナキ邊縁線 二移行 セ リ.光 線

ニ ヨリテ邊縁部 ニー教 シテ、紅赤色 二輝 ク中噺
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ナ キ光輪 テ有 セ リ。螢 光 テ登 セズ。

(ロ)鳥 類

其 ノ1鳩

傳 書鳩 ノ撒 羽 ノ翼 ニ アル静賑 ヨリ探血 シ、血液

滴像 ヲ作 リ、是等 テ検査 セル ニ次 ノ如 シ。

鳩 ノ血液滴像 バー般 二圓形 ヲ呈 セ リ。而 シテ中

央部 ハ表面 二多 クノ罐裂ヲ示 セル黒 赤色 ノ赤血

球凝 塊 アリ、 ソレヨ リ淡赤褐色 ノ幅挾 キ周園部

ラ経 テ、逡 二赤褐黒色 ノ邊縁線 二移行 セ リ。邊縁

線 ハ所 々二於 テ中噺 セ リ。而 シテ同部 ヨ吋E漿

ノー部溢出 セル帯黄褐 色 ノ遊離輪 様突 起 テ出 セ

リ。光線 ヲ透 シ検 セルニ、周園部拉 二邊縁部 二

褐赤色 ノ絵 リ輝 カザ ル光輪 テ有 セ リ。 光輪 ハ遊

離輪様突起根部 二於 テ中断 セ リ。叉 遊離輪様突

起 ノ邊縁 ニハ淡黄褐 色 二輝 ク細 キ光輪 アルヲ認

メ タ リ。然 レドモ時 トシテ、濃赤褐 色 ノ中央部

ヨ リ周園部拉 二邊縁部 二移行 シ、更 二邊縁部 ヨ

リ赤褐色 二幅狭 キ滴像 テ園続 セル輪駄 ノ線 テ有

スルjfff液滴 像 テ形成 スル コ トアルラ認 メタ リ。

紫外線 ニテハ螢光 テ瑳 セズ。

其 ノ2家 鶏

家鶏 ニハ種類 多 ヶ レドモ、 余 ハ名古屋 「コー チ

ンJノ 雌雄藪羽 ノ翼 静脈 ヨ リ探血 シ、滴 像 テ作

リ、是等 二就 キ検査 セルニ次 ノ如 シ。

家鶏 ノ血液 滴像 パー般 二圓形 ニ シテ、中央部 二

前記同檬 ノ血液有形成分 ノ凝塊 ア リ、 ソノ周園

ノ幅挾 キ淡赤褐 色 ノ部分 テ経 テ、逡 二邊縁線 二

移行 セ リ。邊i縁線ハ鳩 ノ滴像 同様所 々不明確 ト

ナ リ、 中噺 セ リ。同部 ヨリ血漿 ノー部 ハ遊離 シ

テ淡 黄褐 色 ノ遊離輪様突起 ヲ出 セ リ。光線 ニ ョ

リ検 セルニ、周圃部、邊縁部 二紅褐色 ノ光輪 ア

リシモ遊離 檬突起根部 二於 テ中断 セリ。而 シテ

同突起部 ノ邊縁 ニハ鳩 ノ場合 ノ如 ク淡黄褐 色二

輝 ク光輪 ラ認 メタ リ。叉時 トシテ、 圓形 ノ滴像

一檬i二濃赤褐色 テ呈 シ
、邊縁部 ヨリ赤褐色 ノ幅

狭 キ滴像 ヲ園続 セル線 ラ有 スル滴像 テ形成 セル

モ ノアル ラ認 メ タリ。紫外線 ニ ヨリ螢 光 テ登 セ

ズ。

第 二 節 冷血 動 物 ノ血 液 滴 像

(イ)爾 棲動物

蛙

蛙 ニハ種類多 ケ レドモ、余 ハ「トノサマj蛙Rana

nigromaculata)ノ 撒 十 匹二就 キテ生禮解剖 ヲ

施行 シ、心臓穿刺 ニ ヨリ探 血 シ、 ソレ等 ノ血液

滴像 ラ親察 セ リ。蛙 ノ血液滴像 ハ前記諸動物 ノ

ソ レト趣 キテ異 ニ シ、一搬 二園形 ラ呈 シ、濃赤

褐 色 ノ中央部 ラ経 テ、鞘 気淡 キ同色調 ノ周園部

ア リ。周園部 テ園続 シテ更 二淡黄褐 ノ幅稽 胤廣

キ帯状部 ア リ。 同部 ノ邊縁 二淡褐 色 ノ不 明確ナ

ル邊縁部 ヲ有 セ リ。余 ハ コノ部 ヲ盤輪 ト名付 ケ

タ リ。 光線 テ透 シ検 セルニ、邊縁線 ニー致 シテ

細 キ淡褐 色 二輝 ク光輪存 スレ ドモ、時 トシテ所

々 二中噺 スルコ トアル ヲ認 メタ リ。紫外線 ニテ

ハ螢 光 ラ爽 セズ。

(ロ)魚 類

其 ノ1鮒

鮒 ノ可成大 ナルモ ノ撒 匹 チ生禮解剖 ラ行 ヒ、心

臓穿 刺 ニヨ リ探 血 シ、 ソ レ等血液滴像 二就 キ観

察 セ リ。

鮒 ノ血液滴像 バー般 二圓形 テ呈 シ、 申央部 ヨリ

邊縁 二至 ルニ從 ヒ、褐 色 ノ色調 ラ増 シ、邊縁線

部最 モ色調強 シ。 光線 ニテ検 セルニ光輪 テ全然

鋏 如 ス。 紫外線 ニ テハ螢 光 テ褒 セズ。

其 ノ2鯉

鯉 ノ可成 大 ナルモノ撒 匹 ヲ前記 同様探 血 シ、 ソ

ノ血液滴像 テ観察 セル汽 前記鮒 ノソレト等 シ。

第三章 考 按

F.Meyer,W.Bierast,V.Schilling等 ノ血液

滴像法 二於 テハ、1、ll、 皿 ノ各濾紙 二滴下 セル

血液 ハ圓形 二籏 ガリ、吸牧 サ レ、各濾紙 ノ色素

ノタメニ健 康血液拉 二病 的二攣化 セル血液 ハ特

種 ノ象徴 ラ現 ハス。然 シコ ノ方法 ハ非特異性 ニ

シテ、各 々 ノ疾患 ヲ鑑別 スル事 ラ得 ズ。 シカレ
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ドモ、病歴或 ハ臨抹上 ノ診噺 ニヨ リ確定 セル疾

病二際 シテハ、病歌 ノ輕重、或 ハ疾病 ノ増悪 セ

ルヤ、快方 二向ヘ ルヤ等 ノ判断 二使 用セ ラル ・

ノミナラズ、特 二徽 毒 二於 テハ、 ソノ疑 テ以 テ

ワ。セルマ ン氏反慮 ラ検査 スル場合 二、 コノ方

法テ用 フ レバ ワ。セルマ ン氏反慮 二比 シ、 ヨリ

鋭敏 ナル反慮 ラ現 ハ スコ トヲ以上三氏 ハ實験報

告 セ リ。柴田氏 ノ報 告ニ ヨ レバ、血液 滴像法 二

於 テハ、健 康 ナル人及 内科的疾患 々者 ニハ張度

陽性、最強度陽性 ハ1例 モナ ク、総 テ陰性 ナル

カ又ハ少 ク トモ、輕 度陽性 ナ リ。特 二健康人 二

於 テハ81%マ デ陰性 テ現 ハ ス。諸 内科的疾 患

二於 テハ、輕 度陽性 ハ梢 、多数 ナルモ、 ソノ患

者中 ニハ塵 丸陽性 テ示 スコ トアル腎臓炎、心鱗…

膜病 テ含 ミ、又外部 ヨ リ謹明 スルコ ト能 ハザル

潜在性 炎衝 アル ニヨルベ ク、血液 患者、諸種 炎

衝 性疾患、徽 毒患者 ハ大部分強度陽性又ハ最強

度陽性 テ示 シ、陰性 ハナキカ、又ハ少 シト報 ズ。

西野氏 ハ昭和5年 夏以降、島薗内科 ノ外來及 入

院患者 ニテ合併症 ナキ脚氣 患者41名 二就 キ、血

液滴像 テ検 セ リ。 ソノ検 出成績 二於 テ、反慮陽

性 ナルモ ノ73%、 假 陽性ナルモ ノ15%、 陰 性

ナルモノ12%テ 得 。ソノ内反慮 陽性 ナルモ ノテ

程度二從 ツテ分類 シ、輕 陽性 ナルモ ノ23例 、強

陽性 ナ リシモ ノ12例 トセリ。而 シテ反癒 ノ強

弱ハ大艦 二於 テ脚氣症 ノ輕重 二卒行 スルモ、

「ヴ汐 ミン」B製 剤 ノ投與 ニ ヨリテ、輕快 スル ト

キへ 全 身症状 テ残 ス ト難 モ、反磨陰性 トナル

コトテ報 ジ、 又金子、天笠。久野 三氏 モ35例 ノ

脚氣患者 ノ血液滴像 テ検 シ、略 支西野 氏 ト同様

成績 テ掲 ゲタ リ。而 シテ更 二滴像 成績 ノ確實 テ

期 センガタメ、脚氣 ト密接 ナル關係 ヲ有 スル鳥

類 「凱 タ ミン」B鋏 乏症 二此 ノ滴像 法 テ慮 用 シ、

次 ノ如 ク報 ぜリ。即 チ健 康 ナル鳩 ノ滴像 ハ人類

ナ ドノソレト其 ノ趣 キラ異 ニスルモ ノニ シテ、

第 一片 ノ滴像 ハ黒褐色 ノ邊縁 線 テ有 シ、人類 ノ

滴際 二相似 タ レドモ、 場合 ニ ヨ リテハ、 其 ノ

邊縁二近 ク赤色 ノ不規 則 ナル線叉 ハ部分 ラ認 ム

ルコ トアリ。第二片上 ニバ澄黄緑 色 ノ、第三片

ニハ藍緑色 ノ輪 テ以 テ包園 セラ レタル滴豫 ラ示

シ居 ルモ、是等 ノ色輪 ハ血液滴像 ト全 ク遊離 シ

居ルハ稀 ナ リ。然 レ ドモ、 白米飼育 ノ鳩 ヂヴィタ

ミン」B鋏 乏症 二於 テハ、各片 ノ滴像面 ノ色薄 ク

ナル ト共 二、第一片 二其 ノ邊縁部 ノ赤色 ノ帯 ガ

幅 ク且 ツ著明 トナ リ、 第二、第三片 ノ色輪 ハ漸

次血液滴像 ト相離 ル ・二至 リ、「ヴ,tタ ミンjB鋏

乏 症 ノ症歌 悪化 シ、死期 ノ迫 ルヤ、滴像 ノ攣 化

盆 々甚 グ シク、第 一片 ニハ赤色 ノ、第二片 ニハ

緑色 ノ、第三片 ニハ青色 ノ美麗 ナル遊離輪 テ出

現 スルニ至 ルテ報 ジタ リ。Blumenthal,齋 藤 雨

氏 ハ實験 的家兎徽毒 ノ判定 二血液滴像 法 ヲ鷹用

セル結果、 ソノ判定 ニハ不 適當 ナルコ トテ報 ジ

タ リ.余 ハ第一編 二記載 セル奉 書紙 テ用 ヒテ、

吾人 ガ實験 二使 用セル範園 ノ拾 籔種 ノ動物 ノ血

液 滴像 テ観察 シ、之 レテ総括考按 スルニ、人 間、

猿、牛、家兎、海狸、鼠、 二十 日鼠、 犬、 山羊

等 ノ血液滴像 テ観察 セルニ、一般 テ通 ジテ、 中

央部、周園部、邊縁部等 ノ色調 二多 少 ノ相違 ア

ルモ、何 レモ赤黒褐 色 ノ著 明 ニ シテ、 シカモ中

断 セザル邊豫線 ラ有 セ リ、 中央部 二血液凝塊 テ

認 メ シモ ノ、認 メザ リシモ ノ等 ノ差違 ハ存 セ リ

ト錐 モ、前者 ハ探 血二時間 テ要 セ シ血液 テ滴下

セルモ ノニ多 ク之 テ認 メタ リ.好 都合 二探血 テ

行 ヒ、 出來得 ル丈迅速 二紙 上二血液 テ滴 下 セル

時 バー般 二入、猿、鼠等 ノ如 ク、多少ハ中央部、

周園部 二於 テ、其 色調 二濃淡 ノ差違 テ 認 ムル

モ、概 シテ、略 丸相等 シキ血液滴像 テ示現 スル

モ ノナ リ。特筆 スベキハ、邊縁線部 ニー致 シテ、

光線 ニ ヨリ、紅赤 色二輝 ク光輪(Korona)ノ 存 ス

ル コ トナ リ。家鶏、鳩等 ノ血液 滴像 二於 テハ中

央 部 二血液凝塊 ア リ、其 ノ周園 二幅独iキ淡赤褐

色 ノ周園部 ア リテ、邊縁線 二移行 ス レ ドモ、邊

縁 線=ハ所 々二於 テ鮮明度 テ失 ヒ、同部 ヨ嘔 皿漿

ノー部浸 シ出 セル遊離輪 様突起 テ出 セ リゆ 光線

ニヨ リ検 セルニ、邊縁部 ニー致 シテ、赤褐 色 二

輝 クル光輪存 セ リ。叉時 トシテ∬皿液滴像 ノ中央

部 二血塊 テ有 セズ、中央、 周園部略 気濃赤褐 色

ノ同色調 テ呈 シ、邊縁部 ヨリ周園 二幡挾 キ輪 テ
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有 セル滴 像 デ示 シ、金 子、天笠、久 野三 氏 ノ報

告 セル ガ如 キ滴稼 ノ 「ヴィタ ミンJB訣 乏症 ノ鳩

ノ ミナ ラズ、健康鳩 二於 テモ認 メタ リ。

蛙 ノ血液滴像 ハ、中心部、周園部 二赤褐 色 ノ部

分 ア リテ、 ソノ周園 二幅梢 嵐廣 キ淡 黄褐 色 ノ輪

歌 ノ部分、所謂余 ノ名付 ケ タル、 吊輪(Hof>ア

リ。而 シテ邊縁 線 ニハ細 キ淡褐 色 ノ光輪存 セ リ。

之 ノ光輪 ハ時 トシテ、所謂中噺 セルコ トァ リ。

鮒、鯉等 ノ血液滴像ハ中央部 ヨリ邊縁部 二至 ル

ニ從 ヒ、淡褐色 ノ色調 テ檜 シ、邊縁 線最 モ色調

強 ク、邊縁線 ニハ中断 ナ ク、光輪 乎全然鋏 如 セ

リ。

以 上 テ要 スルニ、本實駿 二使用 セル動物 ノ中、

人、猿、牛、家 兎、海猿、鼠、二十 日鼠、犬、

山羊等 ノ哺乳動物 二於 テハ著明 二紅赤色 二輝 ク

光輪 ラ有 シ、家鶏、鳩等 ノ鳥類 二於 テハ鹸 リ輝

カザル紅褐 色 ノ光輪 ヲ有 スル他、遊離輪檬突起

テ現 ハ ス傾 向 ア リ。蛙 二於 テハ量 輪 テ現 ハ シ、

細 キ淡褐 色 ノ輝 ク光輪 テ有 ス。鮒 、鯉等 二於 テ

ハ、褐 色 ノ色調 テ有 シ、 光輪 テ全 ク鋏 如 ス。

斯 ク ノ如 クニ シテ、實験範圃 ノ動物 ノ温血動物

中、 哺乳動物 、鳥類、冷血動物 中、雨棲動物、

魚類 ノ血液滴像 ハ互 二相異 リ特有 ノ像 ヲ示 スモ

ノ ・如 ク、本實験 ハ其撒 少撒 ナ リト難 モ、若 シ

動物學 上、生理學 上賂又法 馨學上 ノ参 考資料 ノ

ー ツ トモナ ラバ余 ノ最 モ幸甚 トスル所 ナ リ。

第四章 結 論

余ハ日本固有 ノ奉書紙 テ用ヒテ、十撒種 ノ動物

血液滴像二就キ研究 セル實験成績 テ基 グレバ次

ノ如 シ。

(1)實 験動物申、哺乳動物 ノ血液滴像ハ著明二

輝 ク紅赤色 ノ光輪 ラ現ハス。

(2)實 験動物中、鳥類 ノ血液滴像ハ絵 リ輝カザ

ル紅褐色 ノ光輪 テ現ハ シ、遊離輪様突起テ現ハ

ス傾向 アリ。

(3>實 験動物申、雨棲動物 ナル蛙 ノ血液滴像ハ

著明 ノ最輪 テ現 ハシ、淡褐色 二輝 ク光輪 ラ現ハ

スo

(4)實 験動物中、魚類 ノ血液滴像ハ光輪 ヲ鋏如

スo

(5)以 上テ以テ、實験動物中、哺乳動物、鳥類、

雨棲動物、魚類 ノ血液滴像ハ互二相異 リ特有 ノ

像テ示ス。

本稿 ノ大要ハ昭和8年4月2日 、 日本結核病學

會二於テ演設 セリ。

文献(第五編参照)

附 圖

附圃説明(伝 詐紙上二於ケル各種動物 ノ血液滴像、動

物名 ヲ掲 グレバ次ノ如 シ)

附圃 其ノー)第 一段左ヨリニ十日鼠、猿、人、第二

段左ヨリ、鼠、牛、第三段左 ヨリ家鶏、鳩、第四段左

ヨ リ虫髭、 鯉 、 鮒 ◎

附 圖 く其 ノニ)原 法 ノ滴像 紙 上 二於 ケ ノレ健 康鳩 ノ血

液 滴 像 。

第三編 温度 ノ影響ノ竝二肺結核患者 ノ血液滴像
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